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　地球は太陽を中心に楕円状に一年周期で公転し一年に四季をもたらす．地球上からは太陽が動くようにみえる
軌道を黄道という．地球は南北の極点を貫く地軸が黄道に対し23．5．傾いて自転するため一日号昼夜となる．地軸
の中央に垂直な平面が地球の表面に交わる線を赤道と呼び，太陽が南から北へと赤道を通過する日を春分，北か
ら南への日を秋分という．その日は太陽が赤道を直射し全地球上の昼夜の長さがほぼ等しくなり，我々が「暑さ
寒さも彼岸まで」と春・秋の移り変わりを肌に感じるその日である．ところが地球の頂点北極点では春分の日に
半年ぶりの日出を，南極点では半年ぶりに日没を迎え，「昼も夜も彼岸まで」となり，秋分の日はその逆になる．
一年の内少なくも一日，太陽が24時間水平線に沈まない白夜と水平線から昇らない耳茸を迎える90．一23．5．＝緯
度66．5．線を南・北極圏と呼びその圏内が極地であり，その中心点が南・北極点である．
　大陸移動説によれば地球上の海陸の分布が現状になったのは6㎜万年前というが，北・南極圏の90％が夫々，
海・陸である．北極は平均水深1，200m，最深5，400m，ユーラシヤ・北米大陸・グリーンランド等に囲まれた北
極海．南極は太平洋・大西洋・印度洋に囲まれた南極大陸でその95％は平均氷厚2，400　mの氷河・氷棚に覆われ，
最高5，100mの岩峰が氷床に突出している．北・南極圏内の海・陸，凹凸の非対称が夫々の特徴と相違の起因と
なる．太陽熱の供給は南北同じながら，氷の大陸ではその80％が放射され，北極圏とは異なり陸上に植生はなく
哺乳類の生存を許さない．極地の海は基礎生産力に富み，北極海の豊富な海獣を求めて探検・狩猟が先史時代に
始まった．南極は遠く氷の大陸に起因する暴風圏に阻まれ南極圏内での探検・狩猟時代は18世紀末迄遅れた．探
検の究極は極点で北・南極点は夫々1909年，1911年に制覇するまでの英雄時代は，海・空の輸送力の開発により，
極地は今，科学調査・観光・スポーツの場に変わった．
　住民200万の北極に対し，南極の夏には1万以上の観光客が訪れるが越冬人口は研究者等が千人余，産業がな
ければ汚染もない．従って地球規模の環境変化の兆候が真っ先に現れ，氷厚3，000mを超える氷床は250万年前
にさか上る環境の変化を示す証拠を秘蔵する南極は地球の過去将来を教える枢要の地となった．
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　昭和28年から平成10年の間，ヒマラヤ地域の登山に数回，南極地域における観測調査等に十数：回，北極地域
の旅行に数回に亘り従事．
　著書：「南極点への道」，「南極観測隊」，「探検の世界史」など
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